
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

   

   

   

   

   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

NO.115 

丸岩大橋（工事名：八ッ場ダム湖面３号橋）は、ダム建設予定地から吾妻川

の上流 5km の群馬県長野原町に、国道 145 号の付け替えのため湖面橋として建

設される５径間連続のＰＣラーメン橋です。 

 ４橋脚のうち中間の P2、P3 橋脚は高さ約 70ｍの上から 1/3 の位置で分岐し

たＹ字形構造です。橋脚の中心間隔は最大で 110ｍですが、Ｙ脚構造とすること

により主桁高を低くすることが可能となり、構造的にも景観的にも優れたもの

となっています。 

Ｙ脚部の施工には独自な足場・支保工システム（SSUP 工法)を採用し、帯鉄

筋のプレハブ化とあわせ、品質の向上、作業の効率化および安全性の向上を図

っています。本橋は、平成 21 年 3 月に完成しました。 

◆橋梁諸元 

   工 事 名：付替国道 145 号 3 号橋上部工事 

   発 注 者：国土交通省関東地方整備局 

   設 計 者：㈱東京建設コンサルタント 

   位  置：群馬県吾妻郡長野原町大字横壁地先～大字林地先 

   道路規格：第３種第１級 

   形  式：ＰＣ５径間連続Ｙ脚ラーメン箱桁橋 

   荷  重：Ｂ活荷重 

   橋  長：442.0m（64.9m+100.0m+110.0m+100.0m+64.9m） 

   総 幅 員：12.600m（有効幅員 車道 8.0m、歩道 3.0m） 

   架設工法：張出し架設工法、SSUP 工法 

   ＰＣ鋼材：主方向 ：SWPR7B 12S12.7（フレシネー工法、内ケーブル） 

            ：SWPR7B 19S15.2（ディビダーク工法、外ケーブル）

        横 締 ：SWPR19 1S28.6 （SM 工法：プレグラウト鋼材） 

        縦 締 ：SBPR930/1180 φ32（ディビダーク工法） 

ま る い わ お お は し

丸 岩 大 橋  

◆一般図 

 断面図   

 側面図   

 平面図   
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◆構造･施工概要 

１）Ｙ脚ラーメン構造による桁高の抑制 

  本橋の最大支間長は 110ｍあり、主桁の高さとして一般的には柱頭部で 7ｍ、支間中央で 3.4ｍ程度必要となりま

す。主橋脚をＹ脚構造とすることにより、柱頭部で 4.5ｍ、支間中央で 2.3ｍの桁高に抑えることができ、構造的

にも景観的にも優れたものとなっています。 

２）Ｙ脚の施工にSSUP 工法を採用 

  Ｙ字形橋脚の高さは約70ｍあり、地上から45ｍの位置で70°の角度で分岐しています。斜材部およびＹ脚柱頭部の施工に

は、Ｙ脚内側に組んだ支保工用のトラス架台を併用したSSUP(Sumitomo-Mitsui Sky UP)工法を採用しました。この方法によ

れば、地上からの支保工を組む必要が無く、また変形が少ないので精度よく安全に施工することが可能です。作業の効率や

安全性も向上されます。 

３）鉄筋のプレハブ化 

  Ｙ脚斜材部の帯鉄筋を現地組み立てとした場合、高所かつ斜めの狭い空間での作業となり、作業の効率および安全上の問

題が予想されたため、斜材部帯鉄筋を地上でプレハブユニット化して架設しました。またＹ脚柱頭部および張出し架設部の

主桁スターラップもプレハブ化します。 

 Ｙ脚部架設完了    Ｙ脚部架設状況 (SSUP 工法 )   

 張出し架設状況   

 Ｙ脚部プレハブ帯鉄筋架設状況  

発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 


